
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　主としてガラス繊維で構成されたガラス繊維シートと、
　前記ガラス繊維シートの一方の主面である第１の面側に設けられた第１の膜と、
　前記ガラス繊維シートの他方の主面である第２の面側に設けられた第２の膜とを有する
時計用文字板であって、

　前記ガラス繊維シートは、前記第１の面の表面付近に設けられ、前記第１の膜の少なく
とも一部が入り込んだ第１の領域と、前記第２の面の表面付近に設けられ、前記第２の膜
の少なくとも一部が入り込んだ第２の領域と、前記第１の領域と前記第２の領域との間に
設けられ、前記第１の膜および前記第２の膜が入り込んでいない第３の領域とを有するも
のであることを特徴とする時計用文字板。
【請求項２】
　前記第１の膜の厚さは、５０～３００μｍである請求項１に記載の時計用文字板。
【請求項３】
　前記第１の膜は、前記ガラス繊維シートに入り込む領域である第１の部位が、粘接着剤
成分を含む材料で構成されたものであり、かつ、当該第１の部位よりも外表面側の領域で
ある第２の部位が、ポリカーボネート（ＰＣ）、アクリル樹脂、アクリロニトリル－ブタ
ジエン－スチレン共重合体（ＡＢＳ樹脂）から選択される少なくとも１種を含む材料で構
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　前記第１の膜は、可視光の透過率が６０％以上の材料で構成されたものであり、
　前記第２の膜は、可視光の透過率が６０％以上の材料で構成されたものであり、



成されたものである請求項１または２に記載の時計用文字板。
【請求項４】
　前記第２の膜の厚さは、５０～３００μｍである請求項１ないし３のいずれかに記載の
時計用文字板。
【請求項５】
　前記第２の膜は、前記ガラス繊維シートに入り込む領域である第１の部位が、粘接着剤
成分を含む材料で構成されたものであり、かつ、当該第１の部位よりも外表面側の領域で
ある第２の部位が、ポリカーボネート（ＰＣ）、アクリル樹脂、アクリロニトリル－ブタ
ジエン－スチレン共重合体（ＡＢＳ樹脂）から選択される少なくとも１種を含む材料で構
成されたものである請求項１ないし４のいずれかに記載の時計用文字板。
【請求項６】
　前記ガラス繊維シートの厚さは、３０～５００μｍである請求項１ないし５のいずれか
に記載の時計用文字板。
【請求項７】
　前記ガラス繊維の太さは、１～２０μｍである請求項１ないし６のいずれかに記載の時
計用文字板。
【請求項８】
　前記ガラス繊維の構成材料の屈折率は、１ .４０～１ .７０である請求項１ないし７のい
ずれかに記載の時計用文字板。
【請求項９】
　前記ガラス繊維シートの面密度は、２０～５００ｇ／ｍ２ である請求項１ないし８のい
ずれかに記載の時計用文字板。
【請求項１０】
　時計用文字板の厚さは、３００～７００μｍである請求項１ないし９のいずれかに記載
の時計用文字板。
【請求項１１】
　前記第１の領域の厚さは、０．１～１４０μｍである請求項１ないし１０のいずれかに
記載の時計用文字板。
【請求項１２】
　前記第２の領域の厚さは、０．１～１４０μｍである請求項１ないし１１のいずれかに
記載の時計用文字板。
【請求項１３】
　前記第３の領域の厚さは、５～２８０μｍである請求項１ないし１２のいずれかに記載
の時計用文字板。
【請求項１４】
　時計用文字板は、電波時計用の文字板である請求項１ないし１３のいずれかに記載の時
計用文字板。
【請求項１５】
　時計用文字板は、ソーラー時計用の文字板である請求項１ないし１４のいずれかに記載
の時計用文字板。
【請求項１６】
　時計用文字板は、着色剤を含む材料で構成されたものである請求項１ないし１５のいず
れかに記載の時計用文字板。
【請求項１７】
　請求項１ないし１６のいずれかに記載の時計用文字板を備えたことを特徴とする時計。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、時計用文字板および時計に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　時計用文字板には、実用品としての優れた視認性とともに、装飾品としての優れた美的
外観が要求される。従来、このような目的を達成するために、一般に、時計用文字板の構
成材料として、Ａｕ、Ａｇ等の金属材料を用いてきた。
　また、一方で、生産コストの低減や、時計用文字板の成形の自由度を向上させる等の目
的で、基材としてプラスチックを用い、その表面に、金属材料で構成された被膜を形成す
る試みがある（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　しかしながら、プラスチックは、一般に、金属材料との密着性に劣っている。このため
、基材と被膜との間での剥離が生じ易く、時計用文字板の耐久性に劣るという問題点があ
った。
　また、例えば、電波時計やソーラー時計（太陽電池を備えた時計）では、時計用文字板
に電磁波（電波、光）の透過性が求められる。このため、このような時計用文字板として
は、プラスチック製のものが用いられてきたが、プラスチックの外観は高級感に欠けるた
め、時計用文字板の美的外観を向上させる目的で、金属材料で構成された薄膜で被覆する
試みがある。しかしながら、上記のように、プラスチックは金属材料との密着性に劣ると
いう問題点があった。また、電磁波（電波、光）の透過性を高めるためには、薄膜の厚さ
を十分に薄くする必要があるが、薄膜の厚さを十分に薄くした場合、時計用文字板全体と
しての美的外観が低下するという問題点があった。
【０００４】
【特許文献１】特開２００３－２３９０８３号公報（第４頁左欄第３７～４２行目）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の目的は、電磁波（電波、光）の透過性を有するとともに、美的外観および耐久
性に優れた時計用文字板を提供すること、また、前記時計用文字板を備えた時計を提供す
ることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　このような目的は、下記の本発明により達成される。
　本発明の時計用文字板は、主としてガラス繊維で構成されたガラス繊維シートと、
　前記ガラス繊維シートの一方の主面である第１の面側に設けられた第１の膜と、
　前記ガラス繊維シートの他方の主面である第２の面側に設けられた第２の膜とを有する
時計用文字板であって、

　前記ガラス繊維シートは、前記第１の面の表面付近に設けられ、前記第１の膜の少なく
とも一部が入り込んだ第１の領域と、前記第２の面の表面付近に設けられ、前記第２の膜
の少なくとも一部が入り込んだ第２の領域と、前記第１の領域と前記第２の領域との間に
設けられ、前記第１の膜および前記第２の膜が入り込んでいない第３の領域とを有するも
のであることを特徴とする。
　これにより、電磁波（電波、光）の透過性を有するとともに、美的外観および耐久性に
優れた時計用文字板を提供することができる。

【０００７】
　本発明の時計用文字板では、前記第１の膜の厚さは、５０～３００μｍであることが好
ましい。
　これにより、電磁波（電波、光）の透過性を十分に優れたものとしつつ、時計用文字板
の美的外観および耐久性を特に優れたものとすることができる。
　本発明の時計用文字板では、前記第１の膜は、前記ガラス繊維シートに入り込む領域で
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　前記第１の膜は、可視光の透過率が６０％以上の材料で構成されたものであり、
　前記第２の膜は、可視光の透過率が６０％以上の材料で構成されたものであり、



ある第１の部位が、粘接着剤成分を含む材料で構成されたものであり、かつ、当該第１の
部位よりも外表面側の領域である第２の部位が、ポリカーボネート（ＰＣ）、アクリル樹
脂、アクリロニトリル－ブタジエン－スチレン共重合体（ＡＢＳ樹脂）から選択される少
なくとも１種を含む材料で構成されたものであることが好ましい。
　これにより、時計用文字板の美的外観を十分に優れたものとしつつ、電磁波（電波、光
）の透過性を特に優れたものとすることができる。また、第１の膜とガラス繊維シートと
の密着性を特に優れたものとすることができ、時計用文字板の耐久性を特に優れたものと
することができる。
【０００８】
　本発明の時計用文字板では、前記第２の膜の厚さは、５０～３００μｍであることが好
ましい。
　これにより、電磁波（電波、光）の透過性を十分に優れたものとしつつ、時計用文字板
の美的外観および耐久性を特に優れたものとすることができる。
　本発明の時計用文字板では、前記第２の膜は、前記ガラス繊維シートに入り込む領域で
ある第１の部位が、粘接着剤成分を含む材料で構成されたものであり、かつ、当該第１の
部位よりも外表面側の領域である第２の部位が、ポリカーボネート（ＰＣ）、アクリル樹
脂、アクリロニトリル－ブタジエン－スチレン共重合体（ＡＢＳ樹脂）から選択される少
なくとも１種を含む材料で構成されたものであることが好ましい。
　これにより、時計用文字板の美的外観を十分に優れたものとしつつ、電磁波（電波、光
）の透過性を特に優れたものとすることができる。また、第２の膜とガラス繊維シートと
の密着性を特に優れたものとすることができ、時計用文字板の耐久性を特に優れたものと
することができる。
【０００９】
　本発明の時計用文字板では、前記ガラス繊維シートの厚さは、３０～５００μｍである
ことが好ましい。
　これにより、時計用文字板の美的外観および耐久性を十分に優れたものとしつつ、電磁
波（電波、光）の透過性を特に優れたものとすることができる。
　本発明の時計用文字板では、前記ガラス繊維の太さは、１～２０μｍであることが好ま
しい。
　これにより、電磁波（電波、光）の透過性を十分に優れたものとしつつ、時計用文字板
の美的外観を特に優れたものとすることができる。また、ガラス繊維シートの、第１の膜
、第２の膜に対する密着性を特に優れたものとすることができ、また、時計用文字板の機
械的強度（変形に対する安定性）等を特に優れたものとすることができる。その結果、時
計用文字板の耐久性は特に優れたものとなる。
【００１０】
　本発明の時計用文字板では、前記ガラス繊維の構成材料の屈折率は、１ .４０～１ .７０
であることが好ましい。
　これにより、電磁波（電波、光）の透過性を十分に優れたものとしつつ、時計用文字板
の美的外観を特に優れたものとすることができる。
　本発明の時計用文字板では、前記ガラス繊維シートの面密度は、２０～５００ｇ／ｍ２

であることが好ましい。
　これにより、電磁波（電波、光）の透過性を十分に優れたものとしつつ、時計用文字板
の美的外観を特に優れたものとすることができる。また、ガラス繊維シートの、第１の膜
、第２の膜に対する密着性を特に優れたものとすることができ、また、時計用文字板の機
械的強度（変形に対する安定性）等を特に優れたものとすることができる。その結果、時
計用文字板の耐久性は特に優れたものとなる。
【００１１】
　本発明の時計用文字板では、時計用文字板の厚さは、３００～７００μｍであることが
好ましい。
　これにより、電磁波（電波、光）の透過性を十分に優れたものとしつつ、時計用文字板

10

20

30

40

50

(4) JP 4033220 B2 2008.1.16



の美的外観および耐久性を特に優れたものとすることができる。
　本発明の時計用文字板では、前記第１の領域の厚さは、０．１～１４０μｍであること
が好ましい。
　これにより、時計用文字板の美的外観を十分に優れたものとしつつ、ガラス繊維シート
と第１の膜との密着性を特に優れたものとすることができ、時計用文字板の耐久性を特に
優れたものとすることができる。
【００１２】
　本発明の時計用文字板では、前記第２の領域の厚さは、０．１～１４０μｍであること
が好ましい。
　これにより、時計用文字板の美的外観を十分に優れたものとしつつ、ガラス繊維シート
と第２の膜との密着性を特に優れたものとすることができ、時計用文字板の耐久性を特に
優れたものとすることができる。
　本発明の時計用文字板では、前記第３の領域の厚さは、５～２８０μｍであることが好
ましい。
　これにより、時計用文字板の耐久性を十分に優れたものとしつつ、時計用文字板の美的
外観を特に優れたものとすることができる。
【００１３】
　本発明の時計用文字板は、電波時計用の文字板であることが好ましい。
　本発明の時計用文字板は、美的外観および耐久性に優れるとともに、電磁波（電波）の
透過性にも優れている。したがって、本発明の時計用文字板は、電波時計用の文字板に好
適に適用することができる。
　本発明の時計用文字板は、ソーラー時計用の文字板であることが好ましい。
　本発明の時計用文字板は、美的外観および耐久性に優れるとともに、電磁波（光）の透
過性にも優れている。したがって、本発明の時計用文字板は、ソーラー時計用の文字板に
好適に適用することができる。
【００１４】
　本発明の時計用文字板は、着色剤を含む材料で構成されたものであることが好ましい。
　本発明の時計用文字板は、ガラス繊維シートを備えたものである。ガラス繊維を構成す
るガラス材料は、それ自体は本来無色であり、このようなガラス材料で構成されたガラス
繊維シートは、白色を呈する。したがって、本発明では、着色剤を用いることにより、色
のバリエーションの広い時計用文字板を提供することができる。
【００１５】
　本発明の時計は、本発明の時計用文字板を備えたことを特徴とする。
　これにより、美的外観および耐久性に優れた時計を提供することができる。また、外部
からの電磁波（電波、光）を有効に利用することが可能な時計（例えば、電波時計、ソー
ラー時計、ソーラー電波時計等）を提供することができる。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、電磁波（電波、光）の透過性を有するとともに、美的外観および耐久
性に優れた時計用文字板を提供すること、また、前記時計用文字板を備えた時計を提供す
ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下、本発明の好適な実施形態について、添付図面を参照しつつ説明する。
＜時計用文字板＞
　まず、本発明の時計用文字板の好適な実施形態について説明する。
　図１は、本発明の時計用文字板の好適な実施形態を示す断面図である。
　図１に示すように、時計用文字板１は、ガラス繊維シート２と、第１の膜３と、第２の
膜４とを有している。時計用文字板１は、通常、後述するような時計に適用される場合等
において、第１の膜３が設けられた面側、第２の膜４が設けられた面側のうち、いずれか

10

20

30

40

50

(5) JP 4033220 B2 2008.1.16



が、外表面側となるようにして用いられるものであるが、以下の説明では、第２の膜４が
設けられた面側が外表面側となるようにして用いられるものとして説明する。
【００１８】
［ガラス繊維シート］
　ガラス繊維シート２は、主としてガラス繊維で構成されたものである。
　ガラス繊維シート２は、外光を乱反射させる機能を有していること等から、光沢感のあ
る白色の外観を呈する。このようなガラス繊維シート２により、時計用文字板１の美的外
観を優れたものとすることができる。
【００１９】
　また、ガラス繊維シート２を備えるものであることにより、時計用文字板１は、立体的
な質感を持つものとなり、従来にない優れた外観を有するものとなる。
　また、ガラス繊維を構成するガラス材料は、一般に、電磁波（電波、光）の透過性（電
磁波透過性）に優れている。また、ガラス繊維シート２は、一般に、ガラス繊維－ガラス
繊維間に空隙を有しているため、特に優れた電磁波（電波、光）透過性を有している。
　ガラス繊維の構成材料としては、例えば、ソーダガラス、結晶性ガラス、石英ガラス、
鉛ガラス、カリウムガラス、ホウケイ酸ガラス、無アルカリガラス等が挙げられる。
【００２０】
　ガラス繊維の構成材料の屈折率（絶対屈折率）は、特に限定されないが、１．４０～１
．７０であるのが好ましく、１．４５～１．６５であるのがより好ましく、１．５０～１
．６０であるのがさらに好ましい。ガラス繊維の構成材料の屈折率が前記範囲内の値であ
ると、電磁波（電波、光）の透過性を十分に優れたものとしつつ、時計用文字板１の美的
外観を特に優れたものとすることができる。
【００２１】
　また、ガラス繊維シート２を構成するガラス繊維の太さは、特に限定されないが、１～
２０μｍであるのが好ましく、２～１５μｍであるのがより好ましく、４～１３μｍであ
るのがさらに好ましい。ガラス繊維の太さが前記範囲内の値であると、電磁波（電波、光
）の透過性を十分に優れたものとしつつ、時計用文字板１の美的外観を特に優れたものと
することができる。また、ガラス繊維シート２の、第１の膜３、第２の膜４に対する密着
性を特に優れたものとすることができ、また、時計用文字板１の機械的強度（変形に対す
る安定性）等を特に優れたものとすることができる。その結果、時計用文字板１の耐久性
は特に優れたものとなる。これに対し、ガラス繊維の太さが前記下限値未満であると、時
計用文字板１としての美的外観が低下するとともに、電磁波（電波、光）透過性も低下し
てしまう。一方、ガラス繊維の太さが前記上限値を超えると、時計用文字板１としての美
的外観が低下する（特に、白色度の高い高級感あふれる外観を得るのが困難になる）とと
もに、外観のバリエーションの幅が狭くなる。また、第１の膜３、第２の膜４との密着性
についても低下する傾向が現れる。
【００２２】
　また、ガラス繊維シート２の面密度は、特に限定されないが、２０～５００ｇ／ｍ２ で
あるのが好ましく、４０～４００ｇ／ｍ２ であるのがより好ましく、１００～３００ｇ／
ｍ２ であるのがさらに好ましい。ガラス繊維シート２の面密度が前記範囲内の値であると
、電磁波（電波、光）の透過性を十分に優れたものとしつつ、時計用文字板１の美的外観
を特に優れたものとすることができる。また、ガラス繊維シート２の、第１の膜３、第２
の膜４に対する密着性を特に優れたものとすることができ、また、時計用文字板１の機械
的強度（変形に対する安定性）等を特に優れたものとすることができる。その結果、時計
用文字板１の耐久性は特に優れたものとなる。
【００２３】
　ガラス繊維シート２の厚さは、特に限定されないが、３０～５００μｍであるのが好ま
しく、５０～４００μｍであるのがより好ましく、８０～３００μｍであるのがさらに好
ましい。ガラス繊維シート２の厚さが前記範囲内の値であると、時計用文字板１の美的外
観および耐久性を十分に優れたものとしつつ、電磁波（電波、光）の透過性を特に優れた
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ものとすることができる。これに対し、ガラス繊維シート２の厚さの前記下限値未満であ
ると、ガラス繊維シート２の構成材料等によっては、時計用文字板１の美的外観を十分に
優れたものとするのが困難になる。また、ガラス繊維シート２の厚さの前記下限値未満で
あると、後述する第１の領域２３、第２の領域２４を十分な厚さで設けることが困難とな
り、その結果、時計用文字板１の耐久性を十分に高めるのが困難になる可能性がある。一
方、ガラス繊維シート２の厚さが前記上限値を超えると、時計用文字板１全体としての厚
さが大きくなり、例えば、後述するような時計に適用した場合、時計の薄型化にとって不
利となる。また、ガラス繊維シート２の厚さが前記上限値を超えると、ガラス繊維シート
２の構成材料等によっては、時計用文字板１としての電磁波の透過率が低下し、ソーラー
時計（太陽電池を内蔵する時計）、電波時計等に好適に適用することが困難になる。
　また、ガラス繊維シート２は、例えば、平織、綾織、朱子織、からみ織、模紗織等、い
かなる織組織で構成されたものであってもよく、また、織られたものではない不織布のよ
うなものでもよい。中でも、織組織で構成されたものであるのが好ましく、平織で織られ
た織組織で構成されたものであるのがより好ましい。これにより、時計用文字板１の美的
外観を特に優れたものとすることができる。
【００２４】
　ガラス繊維シート２の一方の主面である第１の面２１側には、第１の膜３が設けられて
いる。また、ガラス繊維シート２の他方の主面（第１の面２１とは反対側の主面）である
第２の面２２側には、第２の膜４が設けられている。
　そして、ガラス繊維シート２は、第１の面２１の表面付近に、第１の膜３の少なくとも
一部が入り込んだ第１の領域２３を有しており、また、第２の面２２の表面付近に、第２
の膜４の少なくとも一部が入り込んだ第２の領域２４を有している。
【００２５】
　このように、ガラス繊維シートの表面が膜で被覆されることにより、時計用文字板は機
械的強度に優れたものとなる。そして、本発明では、膜がガラス繊維シートの厚さ方向の
一部に入り込んでいるため、ガラス繊維シートと膜との密着性は優れたものとなる。特に
、ガラス繊維シートにおいては、ガラス繊維が絡み合っているため、ガラス繊維－ガラス
繊維間等に膜が入り込むことにより、アンカー効果が効果的に発揮され、ガラス繊維シー
トと膜との密着性は特に優れたものとなる。このため、長期間にわたって安定的に優れた
機械的強度を保持することができる。また、ガラス繊維シートの表面が膜（第１の膜およ
び第２の膜）で被覆され、ガラス繊維シートの厚さ方向の一部に膜が入り込んだ構成を有
することにより、ガラス繊維シートを構成するガラス繊維がほつれるのを効果的に防止す
ることができる。その結果、ガラス繊維のほつれによる時計用文字板の美的外観の低下を
長期間にわたって確実に防止することができる。また、ほつれたガラス繊維によるムーブ
メント等への悪影響の発生を確実に防止することができ、時計の信頼性を特に優れたもの
とすることができる。
【００２６】
  また、ガラス繊維シートの表面に膜が設けられることにより、以下のような効果も得ら
れる。すなわち、ガラス繊維シートは、多数のガラス繊維で構成されているため、そのま
までは、表面に比較的大きな凹凸があり、印刷、植字（植時）、時字の貼着等の処理が困
難であり、また、これらの密着性を十分に高めるのが困難であるため、時計用文字板に適
用するのは困難であったが、上記のようにガラス繊維シートの表面に膜を設けることによ
り、上記のような処理を容易かつ確実に行うことができる。
【００２７】
  また、このような膜（少なくともその一部がガラス繊維シートの厚さ方向の一部に入り
込んだ膜）は、ガラス繊維シートの両面側に設けられている。このため、温度変化等が生
じた場合等においても、膜の構成材料と、ガラス繊維シートの構成材料との間での熱膨張
係数の違い等による時計用文字板の反り等の発生を効果的に防止することができる。すな
わち、ガラス繊維シートの両面側に膜を有することにより、時計用文字板の形状の安定性
を優れたものとすることができる。
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【００２８】
　第１の領域２３の厚さは、ガラス繊維シート２の厚さ、第２の領域２４の厚さ等により
異なるが、０．１～１４０μｍであるのが好ましく、０．２～８０μｍであるのがより好
ましく、０．５～３０μｍであるのがさらに好ましい。第１の領域２３の厚さが前記範囲
内の値であると、時計用文字板１の美的外観を十分に優れたものとしつつ、ガラス繊維シ
ート２と第１の膜３との密着性を特に優れたものとすることができ、時計用文字板１の耐
久性（機械的強度、形状の安定性等）を特に優れたものとすることができる。これに対し
、第１の領域２３の厚さが前記下限値未満であると、第１の膜３の構成材料等によっては
、ガラス繊維シート２と第１の膜３との密着性を十分に高めることが困難となり、時計用
文字板１の耐久性を十分に高めることが困難となる。一方、第１の領域２３の厚さが前記
上限値を超えると、ガラス繊維シート２の厚さ、第２の領域２４の厚さ等によっては、後
述する第３の領域２５の厚さが小さくなり、時計用文字板１の美的外観が低下する傾向を
示す。
【００２９】
　また、第２の領域２４の厚さは、ガラス繊維シート２の厚さ、第１の領域２３の厚さ等
により異なるが、０．１～１４０μｍであるのが好ましく、０．２～８０μｍであるのが
より好ましく、０．５～３０μｍであるのがさらに好ましい。第２の領域２４の厚さが前
記範囲内の値であると、時計用文字板１の美的外観を十分に優れたものとしつつ、ガラス
繊維シート２と第２の膜４との密着性を特に優れたものとすることができ、時計用文字板
１の耐久性（機械的強度、形状の安定性等）を特に優れたものとすることができる。これ
に対し、第２の領域２４の厚さが前記下限値未満であると、第２の膜４の構成材料等によ
っては、ガラス繊維シート２と第２の膜４との密着性を十分に高めることが困難となり、
時計用文字板１の耐久性を十分に高めることが困難となる。一方、第２の領域２４の厚さ
が前記上限値を超えると、ガラス繊維シート２の厚さ、第１の領域２３の厚さ等によって
は、後述する第３の領域２５の厚さが小さくなり、時計用文字板１の美的外観が低下する
傾向を示す。
【００３０】
　また、ガラス繊維シート２は、上記のような第１の領域２３、第２の領域２４に加え、
第１の領域２３と第２の領域２４との間には、第１の膜３および第２の膜４が入り込んで
いない第３の領域（空気層）２５を有している。第３の領域２５において、ガラス繊維シ
ート２を構成するガラス繊維は、通常、空気等の雰囲気に覆われている。このような雰囲
気は、一般に、ガラス繊維を構成する材料よりも十分に小さい屈折率（１．００１程度）
を有している。
【００３１】
　このように、ガラス繊維シートが、その厚さ方向に、膜の構成材料が入り込んでいない
領域（第３の領域）を有することにより、外光を効果的に乱反射させること等ができ、時
計用文字板の美的外観を特に優れたものとすることができる。これに対し、第３の領域を
有していないと、外光の乱反射等を効果的に行うことができず、ガラス繊維シートが有す
る、優れた美的外観を発揮することができない。より詳しく説明すると、第３の領域を有
していないと、時計用文字板自体の透明性が高くなりすぎてしまい、時計用文字板の一方
の面（主面）側を見た場合、時計用文字板を介して、その反対の面（主面）側の様子まで
見えてしまい、ガラス繊維シート時計用文字板の美的外観は著しく低いものとなる。これ
は、第１の膜３、第２の膜４の構成材料は、一般に、空気等の気体に比べて十分に大きな
屈折率を有しており、通常、ガラス繊維の屈折率との差の小さい屈折率を有しているため
、ガラス繊維による外光の乱反射等を防止してしまうためであると考えられる。また、上
記のような問題を防止する目的で、時計用文字板の構成材料として比較的多量の着色剤等
を用いることも考えられるが、このような場合、光の透過率が著しく低下し、後述するよ
うなソーラー時計等に適用することができない。また、比較的多量の着色剤を用いた場合
、時計用文字板は、高級感がなく美的外観に劣ったものになってしまう。
【００３２】
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　第３の領域２５の厚さは、特に限定されないが、５～２８０μｍであるのが好ましく、
３０～２６０μｍであるのがより好ましく、７９～２４５μｍであるのがさらに好ましい
。第３の領域２５の厚さが前記範囲内の値であると、時計用文字板１の耐久性を十分に優
れたものとしつつ、時計用文字板１の美的外観を特に優れたものとすることができる。こ
れに対し、第３の領域２５の厚さが前記下限値未満であると、第２の膜４の構成材料、厚
さ等によっては、時計用文字板１の美的外観を十分に優れたものとするのが困難になる可
能性がある。一方、第３の領域２５の厚さが前記上限値を超えると、ガラス繊維シート２
の厚さ等によっては、第１の領域２３、第２の領域２４の厚さを十分に大きくすることが
困難となり、時計用文字板１の耐久性を十分に高めるのが困難となる。また、第３の領域
２５の厚さが前記上限値を超える場合において、第１の領域２３、第２の領域２４の厚さ
を大きくするために、ガラス繊維シート２の厚さを大きいものとすることも考えられるが
、このような場合、時計用文字板１全体としての厚さが大きくなり、例えば、後述するよ
うな時計に適用した場合、時計の薄型化にとって不利となるとともに、時計用文字板１と
しての電磁波の透過率が低下し、ソーラー時計、電波時計等に好適に適用することが困難
になる可能性がある。
【００３３】
［第１の膜］
　第１の膜３は、いかなる材料で構成されるものであってもよいが、透明性の高い材料（
例えば、可視光の透過率が６０％以上の材料）で構成されているのが好ましく、特に、各
種プラスチック材料等の有機系高分子材料で構成されたものであるのが好ましい。これに
より、時計用文字板１の美的外観を十分に優れたものとしつつ、電磁波（電波、光）の透
過性を特に優れたものとすることができる。また、第１の膜３とガラス繊維シート２との
密着性を特に優れたものとすることができ、時計用文字板１の耐久性を特に優れたものと
することができる。
【００３４】
　第１の膜３を構成する有機系高分子材料としては、各種熱可塑性樹脂、各種熱硬化性樹
脂が挙げられ、例えば、ポリエチレン、ポリプロピレン、エチレン－プロピレン共重合体
、エチレン－酢酸ビニル共重合体（ＥＶＡ）等のポリオレフィン、環状ポリオレフィン、
変性ポリオレフィン、ポリ塩化ビニル、ポリ塩化ビニリデン、ポリスチレン、ポリアミド
（例：ナイロン６、ナイロン４６、ナイロン６６、ナイロン６１０、ナイロン６１２、ナ
イロン１１、ナイロン１２、ナイロン６－１２、ナイロン６－６６）、ポリイミド、ポリ
アミドイミド、ポリカーボネート（ＰＣ）、ポリ－（４－メチルペンテン－１）、アイオ
ノマー、アクリル系樹脂、ポリメチルメタクリレート、アクリロニトリル－ブタジエン－
スチレン共重合体（ＡＢＳ樹脂）、アクリロニトリル－スチレン共重合体（ＡＳ樹脂）、
ブタジエン－スチレン共重合体、ポリオキシメチレン、ポリビニルアルコール（ＰＶＡ）
、エチレン－ビニルアルコール共重合体（ＥＶＯＨ）、ポリエチレンテレフタレート（Ｐ
ＥＴ）、ポリブチレンテレフタレート（ＰＢＴ）、ポリシクロヘキサンテレフタレート（
ＰＣＴ）等のポリエステル、ポリエーテル、ポリエーテルケトン（ＰＥＫ）、ポリエーテ
ルエーテルケトン（ＰＥＥＫ）、ポリエーテルイミド、ポリアセタール（ＰＯＭ）、ポリ
フェニレンオキシド、変性ポリフェニレンオキシド、ポリサルフォン、ポリエーテルサル
フォン、ポリフェニレンサルファイド、ポリアリレート、芳香族ポリエステル（液晶ポリ
マー）、ポリテトラフルオロエチレン、ポリフッ化ビニリデン、その他フッ素系樹脂、ス
チレン系、ポリオレフィン系、ポリ塩化ビニル系、ポリウレタン系、ポリエステル系、ポ
リアミド系、ポリブタジエン系、トランスポリイソプレン系、フッ素ゴム系、塩素化ポリ
エチレン系等の各種熱可塑性エラストマー、エポキシ樹脂、フェノール樹脂、ユリア樹脂
、メラミン樹脂、不飽和ポリエステル、シリコーン系樹脂、ウレタン系樹脂、ポリパラキ
シリレン（ poly-para-xylylene）、ポリモノクロロパラキシリレン（ poly-monochloro-pa
ra-xylylene）、ポリジクロロパラキシリレン（ poly-dichloro-para-xylylene）、ポリモ
ノフルオロパラキシリレン（ poly-monofluoro-para-xylylene）、ポリモノエチルパラキ
シリレン（ poly-monoethyl-para-xylylene）等のポリパラキシリレン樹脂等、またはこれ
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らを主とする共重合体、ブレンド体、ポリマーアロイ等が挙げられ、これらのうちの１種
または２種以上を組み合わせて（例えば、ブレンド樹脂、ポリマーアロイ等として）用い
ることができる。
【００３５】
　また、第１の膜３は、例えば、複数の層を有する積層体や、その組成が厚さ方向に順次
変化するもの（傾斜材料）であってもよい。第１の膜３がこのような構成を有するもので
あることにより、例えば、第１の膜３を構成する複数種の材料の特長をより効果的に発揮
させることができる。より具体的には、例えば、第１の膜３のうち、ガラス繊維シート２
に入り込む部位（第１の部位）を構成する材料と、ガラス繊維シート２に入り込まない部
位（第２の部位）を構成する材料との組み合わせを選択することにより、第１の膜３のガ
ラス繊維シート２に対する密着性を特に優れたものとしつつ、時計用文字板１の耐久性（
形状の安定性、機械的強度等）を特に優れたものとすることができる。
【００３６】
　第１の膜３が上記のような構成を有するもの（積層体や傾斜材料）である場合、ガラス
繊維シート２に入り込む領域（第１の部位）が、粘接着剤成分（粘着剤または接着剤）を
含む材料で構成されたものであり、かつ、前記領域よりも外表面側の領域（第２の部位）
が、ポリカーボネート（ＰＣ）、アクリル樹脂、アクリロニトリル－ブタジエン－スチレ
ン共重合体（ＡＢＳ樹脂）から選択される少なくとも１種を含む材料で構成されたもので
あるのが好ましい。第１の膜３がこのような材料で構成されたものであると、前述した効
果をより顕著に発揮させることができる。
【００３７】
  また、粘接着剤成分としては、例えば、ポリエステル（ポリエステル系系粘接着剤）、
ウレタン系樹脂（ウレタン系粘接着剤）、アクリル系樹脂等で構成されたものが挙げられ
るが、中でも、アクリル系樹脂（アクリル系粘接着剤）が好ましい。アクリル系樹脂（ア
クリル系粘接着剤）は、前述したガラス繊維シート２の構成材料、第２の部位の構成材料
との親和性が特に高いため、第１の部位の、ガラス繊維シート２や第２の部位に対する密
着性を特に優れたものとすることができ、その結果、ガラス繊維シート２と第１の膜３と
の密着性を特に優れたものとすることができる。また、アクリル樹脂（アクリル系粘接着
剤）は、特に優れた耐光性と耐薬品性を有しており、時計用文字板１全体の耐久性を向上
させることができる。なお、時計用文字板１の製造においては、粘接着剤成分として、例
えば、液状の粘接着剤や、粘着シート、粘着テープ、熱圧着テーップ、熱圧着シート等、
いかなる形態のものを用いてもよい。
【００３８】
  また、ポリカーボネートは、各種プラスチック材料の中でも比較的安価で、時計用文字
板１の生産コストのさらなる低減に寄与することができる。また、アクリル樹脂は、特に
優れた耐光性と耐薬品性を有しており、時計用文字板１全体の耐久性を向上させることが
できる。ＡＢＳ樹脂は、特に優れた耐薬品性も有しており、時計用文字板１全体としての
耐久性をさらに向上させることができる。
　なお、第１の膜３は、上記以外の成分を含むものであってもよい。このような成分とし
ては、例えば、可塑剤、酸化防止剤、着色剤（各種発色剤、顔料、染料、蛍光物質、りん
光物質等を含む）、光沢剤、フィラー等が挙げられる。
【００３９】
　第１の膜３の構成材料の屈折率（絶対屈折率）は、特に限定されないが、１．３５～１
．７であるのが好ましく、１．４５～１．６であるのがより好ましい。
　また、第１の膜３は、各部位でその組成が実質的に均一な組成を有するものであっても
よいし、部位によって組成の異なるものであってもよい。例えば、第１の膜３は、基部と
、該基部上に設けられた表面層を有するものであってもよい。第１の膜３がこのような構
成のものであることにより、例えば、時計用文字板１全体としての形状の安定性、機械的
強度等を特に優れたものとしつつ、第１の膜３のガラス繊維シート２に対する密着性をさ
らに優れたものとすることができる。
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【００４０】
　また、第１の膜３の厚さは、特に限定されないが、５０～３００μｍであるのが好まし
く、１００～２８０μｍであるのがより好ましく、１５０～２８０μｍであるのがさらに
好ましい。第１の膜３の厚さが前記範囲内の値であると、時計用文字板１の電磁波（電波
、光）の透過性を十分に優れたものとしつつ、時計用文字板１の美的外観および耐久性を
特に優れたものとすることができる。また、第１の膜３の厚さが前記範囲内の値であると
、例えば、時計用文字板１において、第１の膜３は、ガラス繊維シート２、第２の膜４を
支持する基板（基部）としての機能を十分に発揮することができる。これに対し、第１の
膜３の厚さが前記下限値未満であると、時計用文字板１の機械的強度、形状の安定性等を
十分に優れたものとすることが困難となり、時計用文字板１の耐久性を十分に優れたもの
とするのが困難になる可能性がある。一方、第１の膜３の厚さが前記上限値を超えると、
第１の膜３の構成材料等によっては、時計用文字板１の美的外観を十分に優れたものとす
るのが困難になる可能性がある。また、第１の膜３の厚さが前記上限値を超えると、第１
の膜３の構成材料等によっては、第１の膜３の内部応力が高くなり、時計用文字板１とし
ての形状の安定性が低下する可能性がある。
【００４１】
　また、第１の膜３が上述したような第１の部位と第２の部位とを有するもの（例えば、
積層体、傾斜材料等）である場合、第１の部位の厚さは、特に限定されないが、１～１２
５μｍであるのが好ましく、５～１００μｍであるのがより好ましく、７～８０μｍであ
るのがさらに好ましい。また、第２の部位の厚さは、特に限定されないが、４９～２４０
μｍであるのが好ましく、８５～２２０μｍであるのがより好ましく、９５～２１０μｍ
であるのがさらに好ましい。このような条件を満足することにより、上記のような効果は
さらに顕著なものとして発揮される。
【００４２】
　第１の膜３は、少なくともその一部が、ガラス繊維シート２内に入り込んでいればよく
、例えば、第１の膜３の厚さ方向のほぼ全体がガラス繊維シート２内に入り込んでいても
よいが、図示の構成では、ガラス繊維シート２内に入り込んでいない部分を有している。
これにより、文字板表面が平坦になり植字、印刷、塗装等の意匠をつけることが容易にな
るという効果が得られる。
【００４３】
［第２の膜］
　第２の膜４は、いかなる材料で構成されるものであってもよいが、透明性の高い材料（
例えば、可視光の透過率が６０％以上の材料）で構成されているのが好ましく、特に、各
種プラスチック材料等の有機系高分子材料で構成されたものであるのが好ましい。これに
より、時計用文字板１の美的外観を十分に優れたものとしつつ、電磁波（電波、光）の透
過性を特に優れたものとすることができる。また、第２の膜４とガラス繊維シート２との
密着性を特に優れたものとすることができ、時計用文字板１の耐久性を特に優れたものと
することができる。
【００４４】
　第２の膜４を構成する有機系高分子材料としては、各種熱可塑性樹脂、各種熱硬化性樹
脂が挙げられ、例えば、ポリエチレン、ポリプロピレン、エチレン－プロピレン共重合体
、エチレン－酢酸ビニル共重合体（ＥＶＡ）等のポリオレフィン、環状ポリオレフィン、
変性ポリオレフィン、ポリ塩化ビニル、ポリ塩化ビニリデン、ポリスチレン、ポリアミド
（例：ナイロン６、ナイロン４６、ナイロン６６、ナイロン６１０、ナイロン６１２、ナ
イロン１１、ナイロン１２、ナイロン６－１２、ナイロン６－６６）、ポリイミド、ポリ
アミドイミド、ポリカーボネート（ＰＣ）、ポリ－（４－メチルペンテン－１）、アイオ
ノマー、アクリル系樹脂、ポリメチルメタクリレート、アクリロニトリル－ブタジエン－
スチレン共重合体（ＡＢＳ樹脂）、アクリロニトリル－スチレン共重合体（ＡＳ樹脂）、
ブタジエン－スチレン共重合体、ポリオキシメチレン、ポリビニルアルコール（ＰＶＡ）
、エチレン－ビニルアルコール共重合体（ＥＶＯＨ）、ポリエチレンテレフタレート（Ｐ
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ＥＴ）、ポリブチレンテレフタレート（ＰＢＴ）、ポリシクロヘキサンテレフタレート（
ＰＣＴ）等のポリエステル、ポリエーテル、ポリエーテルケトン（ＰＥＫ）、ポリエーテ
ルエーテルケトン（ＰＥＥＫ）、ポリエーテルイミド、ポリアセタール（ＰＯＭ）、ポリ
フェニレンオキシド、変性ポリフェニレンオキシド、ポリサルフォン、ポリエーテルサル
フォン、ポリフェニレンサルファイド、ポリアリレート、芳香族ポリエステル（液晶ポリ
マー）、ポリテトラフルオロエチレン、ポリフッ化ビニリデン、その他フッ素系樹脂、ス
チレン系、ポリオレフィン系、ポリ塩化ビニル系、ポリウレタン系、ポリエステル系、ポ
リアミド系、ポリブタジエン系、トランスポリイソプレン系、フッ素ゴム系、塩素化ポリ
エチレン系等の各種熱可塑性エラストマー、エポキシ樹脂、フェノール樹脂、ユリア樹脂
、メラミン樹脂、不飽和ポリエステル、シリコーン系樹脂、ウレタン系樹脂、ポリパラキ
シリレン（ poly-para-xylylene）、ポリモノクロロパラキシリレン（ poly-monochloro-pa
ra-xylylene）、ポリジクロロパラキシリレン（ poly-dichloro-para-xylylene）、ポリモ
ノフルオロパラキシリレン（ poly-monofluoro-para-xylylene）、ポリモノエチルパラキ
シリレン（ poly-monoethyl-para-xylylene）等のポリパラキシリレン樹脂等、またはこれ
らを主とする共重合体、ブレンド体、ポリマーアロイ等が挙げられ、これらのうちの１種
または２種以上を組み合わせて（例えば、ブレンド樹脂、ポリマーアロイ等として）用い
ることができる。
【００４５】
　また、第２の膜４は、例えば、複数の層を有する積層体や、その組成が厚さ方向に順次
変化するもの（傾斜材料）であってもよい。第２の膜４がこのような構成を有するもので
あることにより、例えば、第２の膜４を構成する複数種の材料の特長をより効果的に発揮
させることができる。より具体的には、例えば、第２の膜４のうち、ガラス繊維シート２
に入り込む部位（第１の部位）を構成する材料と、ガラス繊維シート２に入り込まない部
位（第２の部位）を構成する材料との組み合わせを選択することにより、第２の膜４のガ
ラス繊維シート２に対する密着性を特に優れたものとしつつ、時計用文字板１の耐久性（
形状の安定性、機械的強度等）を特に優れたものとすることができる。
【００４６】
　第２の膜４が上記のような構成を有するもの（積層体や傾斜材料）である場合、ガラス
繊維シート２に入り込む領域（第１の部位）が、粘接着剤成分（粘着剤または接着剤）を
含む材料で構成されたものであり、かつ、前記領域よりも外表面側の領域（第２の部位）
が、ポリカーボネート（ＰＣ）、アクリル樹脂、アクリロニトリル－ブタジエン－スチレ
ン共重合体（ＡＢＳ樹脂）から選択される少なくとも１種を含む材料で構成されたもので
あるのが好ましい。第２の膜４がこのような材料で構成されたものであると、前述した効
果をより顕著に発揮させることができる。
【００４７】
  また、粘接着剤成分としては、例えば、ポリエステル（ポリエステル系系粘接着剤）、
ウレタン系樹脂（ウレタン系粘接着剤）、アクリル系樹脂等で構成されたものが挙げられ
るが、中でも、アクリル系樹脂（アクリル系粘接着剤）が好ましい。アクリル系樹脂（ア
クリル系粘接着剤）は、前述したガラス繊維シート２の構成材料、第２の部位の構成材料
との親和性が特に高いため、第１の部位の、ガラス繊維シート２や第２の部位に対する密
着性を特に優れたものとすることができ、その結果、ガラス繊維シート２と第２の膜４と
の密着性を特に優れたものとすることができる。また、アクリル樹脂（アクリル系粘接着
剤）は、特に優れた耐光性と耐薬品性を有しており、時計用文字板１全体の耐久性を向上
させることができる。なお、時計用文字板１の製造においては、粘接着剤成分として、例
えば、液状の粘接着剤や、粘着シート、粘着テープ、熱圧着テーップ、熱圧着シート等、
いかなる形態のものを用いてもよい。
【００４８】
  また、ポリカーボネートは、各種プラスチック材料の中でも比較的安価で、時計用文字
板１の生産コストのさらなる低減に寄与することができる。また、アクリル樹脂は、特に
優れて耐光性と耐薬品性を有しており、時計用文字板１全体の耐久性を向上させることが
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できる。ＡＢＳ樹脂は、特に優れた耐薬品性も有しており、時計用文字板１全体としての
耐久性をさらに向上させることができる。
　なお、第２の膜４は、上記以外の成分を含むものであってもよい。このような成分とし
ては、例えば、可塑剤、酸化防止剤、着色剤（各種発色剤、顔料、染料、蛍光物質、りん
光物質等を含む）、光沢剤、フィラー等が挙げられる。
【００４９】
　第２の膜４の構成材料の屈折率（絶対屈折率）は、特に限定されないが、１．３５～１
．７であるのが好ましく、１．４５～１．６であるのがより好ましい。
　また、第２の膜４は、各部位でその組成が実質的に均一な組成を有するものであっても
よいし、部位によって組成の異なるものであってもよい。例えば、第２の膜４は、基部と
、該基部上に設けられた表面層を有するものであってもよい。第２の膜４がこのような構
成のものであることにより、例えば、時計用文字板１全体としての形状の安定性、機械的
強度等を特に優れたものとしつつ、第２の膜４のガラス繊維シート２に対する密着性をさ
らに優れたものとすることができる。
【００５０】
　また、第２の膜４の厚さは、特に限定されないが、５０～３００μｍであるのが好まし
く、１００～２８０μｍであるのがより好ましく、１５０～２８０μｍであるのがさらに
好ましい。第２の膜４の厚さが前記範囲内の値であると、時計用文字板１の電磁波（電波
、光）の透過性を十分に優れたものとしつつ、時計用文字板１の美的外観および耐久性を
特に優れたものとすることができる。これに対し、第２の膜４の厚さが前記下限値未満で
あると、時計用文字板１の機械的強度、形状の安定性等を十分に優れたものとすることが
困難となり、時計用文字板１の耐久性を十分に優れたものとするのが困難になる可能性が
ある。一方、第１の膜の厚さが前記上限値を超えると、第２の膜４の構成材料等によって
は、時計用文字板１の美的外観を十分に優れたものとするのが困難になる可能性がある。
また、第２の膜４の厚さが前記上限値を超えると、第２の膜４の構成材料等によっては、
第２の膜４の内部応力が高くなり、時計用文字板１としての形状の安定性が低下する可能
性がある。
【００５１】
　また、第２の膜４が上述したような第１の部位と第２の部位とを有するもの（例えば、
積層体、傾斜材料等）である場合、第１の部位の厚さは、特に限定されないが、１～１２
５μｍであるのが好ましく、５～１００μｍであるのがより好ましく、７～８０μｍであ
るのがさらに好ましい。また、第２の部位の厚さは、特に限定されないが、４０～２４０
μｍであるのが好ましく、５０～２２０μｍであるのがより好ましく、７０～２１０μｍ
であるのがさらに好ましい。このような条件を満足することにより、上記のような効果は
さらに顕著なものとして発揮される。
【００５２】
　第２の膜４は、少なくともその一部が、ガラス繊維シート２内に入り込んでいればよく
、例えば、第２の膜４の厚さ方向のほぼ全体がガラス繊維シート２内に入り込んでいても
よいが、図示の構成では、ガラス繊維シート２内に入り込んでいない部分を有している。
これにより、時計用文字板１の第２の膜４が設けられた面側に、印刷、植字（植時）、時
字の貼着等の処理を容易かつ確実に施すことができる。
【００５３】
　上記のような時計用文字板１の厚さは、特に限定されないが、３００～７００μｍであ
るのが好ましく、４５０～７００μｍであるのがより好ましく、４８０～６００μｍであ
るのがさらに好ましく、４８０～５２０μｍであるのがもっとも好ましい。時計用文字板
１の厚さが前記範囲内の値であると、電磁波（電波、光）の透過性を十分に優れたものと
しつつ、時計用文字板１の美的外観および耐久性を特に優れたものとすることができ、時
計を製造した際にも時計厚みの自由度を狭めることなく製造できる。
　時計用文字板１の光の透過率は、２０％以上であるのが好ましく、２２～５０％である
のがより好ましく、２５～４０％であるのがさらに好ましい。
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【００５４】
　上述したように、時計用文字板１は、美的外観に優れるとともに、電磁波の透過性にも
優れている。このため、時計用文字板１は、電波時計やソーラー時計（太陽電池を内蔵す
る時計）、ソーラー電波時計等に好適に適用することができる。
　また、時計用文字板１は、着色剤を含む材料で構成されたものであってもよい。上述し
たように、時計用文字板１は、ガラス繊維シート２を備えたものである。ガラス繊維を構
成するガラス材料は、それ自体は本来無色であり、このようなガラス材料で構成されたガ
ラス繊維シートは、（光沢感のある）白色を呈する。したがって、着色剤を用いることに
より、色のバリエーションの広い時計用文字板１を提供することができる。このような着
色剤は、時計用文字板１のいかなる部分に含まれるものであってもよく、例えば、着色剤
は、ガラス繊維シート２の構成成分として含まれるものであってよいし、第１の膜３の構
成成分として含まれるものであってよいし、第２の膜４の構成成分として含まれるもので
あってよい。
【００５５】
　上記の説明では、時計用文字板が、ガラス繊維シートと、第１の膜と、第２の膜とで構
成されるものとして説明したが、本発明の時計用文字板は、これら以外に、さらなる構成
を有するものであってもよい。例えば、本発明の時計用文字板は、第２の膜上（第１の膜
に対向する面とは反対の面側）にコート層を有していてもよい。これにより、例えば、時
計用文字板全体としての、耐候性、耐水性、耐油性、耐擦傷性、耐摩耗性、耐変色性等の
各種特性を向上させることができる。その結果、時計用文字板としての耐久性を特に優れ
たものとすることができる。このようなコート層は、例えば、第１の膜上（第１の膜に対
向する面とは反対の面側）に設けてもよい。
【００５６】
　上述したような時計用文字板１は、例えば、第１の膜３と、ガラス繊維シート２と、第
２の膜４とを、この順で重ね合わせた状態で、加圧したり、加熱したり、加圧しつつ加熱
すること等により製造することができる。また、ガラス繊維シート２と一方の膜（第１の
膜３または第２の膜４）とを接合した後、ガラス繊維シート２の前記膜が接合された面側
とは反対側において、他方の膜（第２の膜４または第１の膜３）を接合することにより製
造することもできる。なお、第１の領域２３、第２の領域２４の厚さ等は、例えば、加圧
圧力、加熱温度等を調整することにより、所望の値とすることができる。
【００５７】
  なお、上記のような方法で製造する場合、製造に用いる第１の膜３は、ガラス繊維シー
ト２よりも剛性の高いものであるのが好ましい。これにより、時計用文字板１の形状の安
定性等を特に優れたものとすることができる。また、第１の膜３として上述したような積
層体を用いる場合、第１の膜３の第２の部位（第２の層）は、ガラス繊維シート２よりも
剛性の高いものであるのが好ましい。これにより、上述したような効果を十分に発揮しつ
つ、時計用文字板１の形状の安定性等を特に優れたものとすることができる。
【００５８】
  また、上記のような方法で製造する場合、製造に用いる第２の膜４は、ガラス繊維シー
ト２よりも剛性の高いものであるのが好ましい。これにより、時計用文字板１の形状の安
定性等を特に優れたものとすることができる。また、第２の膜４として上述したような積
層体を用いる場合、第２の膜４の第２の部位（第２の層）は、ガラス繊維シート２よりも
剛性の高いものであるのが好ましい。これにより、上述したような効果を十分に発揮しつ
つ、時計用文字板１の形状の安定性等を特に優れたものとすることができる。
【００５９】
＜時計＞
　次に、上述したような本発明の時計用文字板を備えた本発明の時計について説明する。
　本発明の時計は、上述したような本発明の時計用文字板を有するものである。上述した
ように、本発明の時計用文字板は、光透過性（電磁波透過性）および装飾性（美的外観）
に優れたものである。このため、このような時計用文字板を備えた本発明の時計は、ソー
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ラー時計や電波時計としての求められる要件を十分に満足することができる。なお、本発
明の時計を構成する時計用文字板（本発明の時計用文字板）以外の部品としては、公知の
ものを用いることができるが、以下に、本発明の時計の構成の一例について説明する。
【００６０】
　図２は、本発明の時計（腕時計）の好適な実施形態を示す断面図である。
　図２に示すように、本実施形態の腕時計（携帯時計）１００は、胴（ケース）７２と、
裏蓋７３と、ベゼル（縁）７４と、ガラス板（カバーガラス）７５とを備えている。また
、ケース７２内には、前述したような本発明の時計用文字板１と、太陽電池９と、ムーブ
メント７１とが収納されており、さらに、図示しない針（指針）等が収納されている。
【００６１】
　ガラス板７５は、通常、透明性の高い透明ガラスやサファイア等で構成されている。こ
れにより、本発明の時計用文字板１の審美性を十分に発揮させることができるとともに、
太陽電池９に十分な光量の光を入射させることができる。
　ムーブメント７１は、太陽電池９の起電力を利用して、指針を駆動する。
　図２中では省略しているが、ムーブメント７１内には、例えば、太陽電池９の起電力を
貯蔵する電気二重層コンデンサー、リチウムイオン二次電池や、時間基準源として水晶振
動子や、水晶振動子の発振周波数をもとに時計を駆動する駆動パルスを発生する半導体集
積回路や、この駆動パルスを受けて１秒毎に指針を駆動するステップモーターや、ステッ
プモーターの動きを指針に伝達する輪列機構等を備えている。
　また、ムーブメント７１は、図示しない電波受信用のアンテナを備えている。そして、
受信した電波を用いて時刻調整等を行う機能を有している。
【００６２】
　太陽電池９は、光エネルギーを電気エネルギーに変換する機能を有する。そして、太陽
電池９で変換された電気エネルギーは、ムーブメントの駆動等に利用される。
　太陽電池９は、例えば、非単結晶シリコン薄膜にｐ型の不純物とｎ型の不純物とが選択
的に導入され、さらにｐ型の非単結晶シリコン薄膜とｎ型の非単結晶シリコン薄膜との間
に不純物濃度の低いｉ型の非単結晶シリコン薄膜を備えたｐｉｎ構造を有している。
【００６３】
　胴７２には巻真パイプ７６が嵌入・固定され、この巻真パイプ７６内にはりゅうず７７
の軸部７７１が回転可能に挿入されている。
　胴７２とベゼル７４とは、プラスチックパッキン７８により固定され、ベゼル７４とガ
ラス板７５とはプラスチックパッキン７９により固定されている。
　また、胴７２に対し裏蓋７３が嵌合（または螺合）されており、これらの接合部（シー
ル部）８３には、リング状のゴムパッキン（裏蓋パッキン）８２が圧縮状態で介挿されて
いる。この構成によりシール部８３が液密に封止され、防水機能が得られる。
【００６４】
　りゅうず７７の軸部７７１の途中の外周には溝７７２が形成され、この溝７７２内には
リング状のゴムパッキン（りゅうずパッキン）８１が嵌合されている。ゴムパッキン８１
は巻真パイプ７６の内周面に密着し、該内周面と溝７７２の内面との間で圧縮される。こ
の構成により、りゅうず７７と巻真パイプ７６との間が液密に封止され防水機能が得られ
る。なお、りゅうず７７を回転操作したとき、ゴムパッキン８１は軸部７７１と共に回転
し、巻真パイプ７６の内周面に密着しながら周方向に摺動する。
【００６５】
　なお、上記の説明では、時計の一例として、ソーラー電波時計としての腕時計（携帯時
計）を挙げて説明したが、本発明は、腕時計以外の携帯時計、置時計、掛け時計等の他の
種類の時計にも同様に適用することができる。また、本発明は、ソーラー電波時計を除く
ソーラー時計や、ソーラー電波時計を除く電波時計等、いかなる時計にも適用することが
できる。
　以上、本発明の好適な実施形態について説明したが、本発明は、上記のようなものに限
定されるものではない。
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　例えば、本発明の時計用文字板、時計では、各部の構成は、同様の機能を発揮する任意
の構成のものに置換することができ、また、任意の構成を付加することもできる。
　また、ガラス繊維シートは、前述したような第１の領域、第２の領域、第３の領域以外
の領域を有するものであってもよい。
　また、前述した実施形態では、第３の領域は、ガラス繊維シートの面方向（主面方向）
の全体に設けられているものとして説明したが、ガラス繊維シートの面方向の少なくとも
一部に設けられていればよく、ガラス繊維シートの全面（主面全体）に設けられていなく
てもよい。言い換えると、例えば、ガラス繊維シートは、面方向の一部に、厚さ方向の全
体にわたって第１の膜および／または第２の膜が入り込んだ領域を有するものであっても
よい。
【実施例】
【００６６】
　次に、本発明の具体的実施例について説明する。
　１．時計用文字板の製造
　（実施例１）
　以下に示すような方法により、時計用文字板を製造した。
　まず、ガラス繊維で構成されたガラス繊維シート、第１の膜および第２の膜を用意した
。用意したガラス繊維シート、第１の膜、第２の膜は、いずれも、縦５０ｃｍ×横５０ｃ
ｍの大きさであった。
【００６７】
［ガラス繊維シート］
　ガラス繊維シートは、約２００本のガラス繊維が束ねられてなる繊維束が平織で織られ
た織組織で構成されたものであった。
　ガラス繊維シートを構成するガラス繊維は、ソーダガラス（屈折率（絶対屈折率）：１
．５６）で構成されたものであり、その太さが６μｍであった。また、ガラス繊維シート
の厚さは、２００μｍ、面密度は２２０ｇ／ｍ２ であった。
［第１の膜］
　第１の膜は、アクリル系樹脂（アクリル系粘着剤）で構成された第１の部位（第１の層
）と、ポリカーボネート（屈折率（絶対屈折率）：１．５８）で構成された第２の部位（
第２の層）とを有する積層体として製造した。第１の膜の厚さ（総厚）は１５０μｍであ
り、第１の部位の厚さは１０μｍ、第２の部位の厚さは１４０μｍであった。また、第１
の膜についての可視光の透過率は９０％以上であった。また、第２の部位（第２の層）は
、上記のガラス繊維シートよりも剛性の高いものであり、第１の膜全体としての剛性も、
上記ガラス繊維シートの剛性より高かった。
【００６８】
［第２の膜］
　第２の膜は、アクリル系樹脂（アクリル系粘着剤）で構成された第１の部位（第１の層
）と、ポリカーボネート（屈折率（絶対屈折率）：１．５８）で構成された第２の部位（
第２の層）とを有する積層体として製造した。第２の膜の厚さ（総厚）は１５０μｍであ
り、第１の部位の厚さは１０μｍ、第２の部位の厚さは１４０μｍであった。また、第２
の膜についての可視光の透過率は９０％以上であった。また、第２の部位（第２の層）は
、上記のガラス繊維シートよりも剛性の高いものであり、第２の膜全体としての剛性も、
上記ガラス繊維シートの剛性より高かった。
【００６９】
［第１の膜、ガラス繊維シート、第２の膜の接合］
　次に、表面が平坦な台の上において、上記の第１の膜、ガラス繊維シート、第２の膜を
この順で重ね合わせた。この際、第１の膜は、第１の部位がガラス繊維シート接触するよ
うに配置した。また、第２の膜は、第１の部位がガラス繊維シート接触するように配置し
た。
　次に、第１の膜、ガラス繊維シート、第２の膜を重ね合わせたものを、これらの面方向
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に垂直な方向に、圧力：０．５ＭＰａの力で押圧した。この押圧は、室温で行い、加熱は
行わなかった。これにより、第１の膜の一部（第１の部位の一部）がガラス繊維シートの
内部に入り込み第１の領域を形成するとともに、第２の膜の一部（第１の部位の一部）が
ガラス繊維シートの内部に入り込み第２の領域を形成した。形成された第１の領域の厚さ
は５μｍ、第２の領域の厚さは５μｍであった。また、ガラス繊維シートのうち第１の膜
、第２の膜のいずれもが入り込んでいない第３の領域の厚さは１９０μｍであった。
　その後、第１の膜、ガラス繊維シート、第２の膜の接合体から、打ち抜き成形を行い、
略楕円形状の時計用文字板を多数個製造した。得られた時計用文字板は、短軸方向の長さ
が４０ｍｍ、長軸方向の長さが５５ｍｍであった。
【００７０】
　（実施例２）
　第１の膜および第２の膜としてポリカーボネート単体で構成されたもの（積層体ではな
い）を用い、第１の膜、ガラス繊維シート、第２の膜を重ね合わせたものを押圧する際の
温度を２００℃、圧力を３ＭＰａとした以外は、前記実施例１と同様にして時計用文字板
を製造した。
【００７１】
　（実施例３～８）
　ガラス繊維シート、第１の膜、第２の膜の構成を表１に示すようにするとともに、第１
の膜、ガラス繊維シート、第２の膜との接合を行う工程（接合工程）における圧力、温度
条件を表１に示すようにした以外は、前記実施例１と同様にして時計用文字板を製造した
。
　（実施例９）
　第１の膜として、アクリル系樹脂（アクリル系粘着剤）で構成された層と、ポリカーボ
ネート（屈折率（絶対屈折率）：１．５８）で構成された層と、ウレタン系樹脂および白
色顔料との混合物で構成された層（着色層）とが、この順で積層された積層体を用いた以
外は、前記実施例１と同様にして時計用文字板を製造した。
【００７２】
　（比較例１）
　第１の膜、第２の膜で被覆せずに、ガラス繊維シートを打ち抜き成形した以外は、前記
実施例１と同様にして時計用文字板を製造した。
　（比較例２）
　第１の膜を設けずに、ガラス繊維シートと第２の膜との接合体を製造し、この接合体を
打ち抜き成形した以外は、前記実施例１と同様にして時計用文字板を製造した。
　（比較例３）
　第２の膜を設けずに、ガラス繊維シートと第１の膜との接合体を製造し、この接合体を
打ち抜き成形した以外は、前記実施例１と同様にして時計用文字板を製造した。
【００７３】
　（比較例４）
　まず、前記実施例１で用いたのと同様なガラス繊維シートを用意した。
　次に、このガラス繊維シートに、ウレタン系樹脂の溶液（溶媒 :シンナー）を含浸させ
た。その後、含浸指せた溶液から溶媒を除去することにより、ガラス繊維シートの空隙に
実質的に完全にウレタン系樹脂が充填された板状部材を得た。その後、この板状部材を前
記実施例１と同様にして打ち抜き成形することにより、時計用文字板を得た。
【００７４】
　（比較例５）
　ポリカーボネートで構成された第１の膜（厚さ：１５０μｍ）と、ポリカーボネートで
構成された第２の膜（厚さ：１５０μｍ）と、前記実施例１で用いたのと同様なガラス繊
維シートとを用意した。
　第１の膜の一方の面に接着剤を付与し、その後、この面にガラス繊維シートを載せ、こ
の状態で、接着剤を固化させた。
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　その後、第２の膜の一方の面に接着剤を付与し、その後、この面に第１の膜が接着され
たガラス繊維シートを載せ、この状態で、接着剤を固化させた。この際、ガラス繊維シー
トの第１の膜が接着された面とは反対の面側に、第２の膜を接着した。
【００７５】
　このようにして得られた接合体（接着体）においては、接着剤は、ガラス繊維シートの
表面のみに付与されており、ガラス繊維シートの内部には入り込んでいなかった。
　その後、この接合体（接着体）を前記実施例１と同様にして打ち抜き成形することによ
り、時計用文字板を得た。
　各実施例および各比較例について、時計用文字板の構成、および接合工程での条件を表
１にまとめて示す。なお、表１中、ポリカーボネートをＰＣ、ウレタン系樹脂をＰＵで示
した。
【００７６】
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【表１】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００７７】
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　２．時計用文字板の外観評価
　前記各実施例および各比較例で製造した各時計用文字板について、目視および顕微鏡に
よる観察を行い、これらの外観を以下の４段階の基準に従い、評価した。
  　◎：外観優良。
  　○：外観良。
  　△：外観やや不良。
  　×：外観不良。
【００７８】
　３．形状の安定性評価
　前記各実施例および各比較例の各時計用文字板について、以下のような方法により、形
状の安定性を評価した。
　まず、各実施例および各比較例について、短軸方向の長さが４０ｍｍ、長軸方向の長さ
が５５ｍｍの楕円形状を有するテストピースを用意した。
　これらのテストピースについて、長軸方向の一方の端部から５ｍｍの部位（固定部）を
固定し、固定部から５０ｍｍの位置（長軸方向の他方の端部）でのたわみ量（自重による
たわみ量）を測定し、以下の４段階の基準に従い、評価した。たわみ量が小さいほど、形
状の安定性に優れているといえる。
　　　◎：たわみ量が１μｍ未満。
　　　○：たわみ量が１μｍ以上２μｍ未満。
　　　△：たわみ量が２μｍ以上５μｍ未満。
　　　×：たわみ量が５μｍ以上。
【００７９】
　４．膜（第１の膜、第２の膜）の密着性評価
　前記各実施例および各比較例で製造した各時計用文字板について、以下に示すような２
種の試験を行い、膜（第１の膜、第２の膜）の密着性を評価した。
　４－１．折り曲げ試験
　各時計用文字板について、直径４ｍｍの鉄製の棒材を支点とし、時計用文字板の中心を
基準に９０°の折り曲げを行った後、時計用文字板の外観を目視により観察し、これらの
外観を以下の４段階の基準に従い、評価した。折り曲げは、圧縮／引っ張りの両方向につ
いて行った。
  　◎：膜の浮き、剥がれ等が全く認められない。
  　○：膜の浮きがほとんど認められない。
  　△：膜の浮きがはっきりと認められる。
  　×：膜のひび割れ、剥離がはっきりと認められる。
【００８０】
　４－２．熱サイクル試験
　各時計用文字板を、以下のような熱サイクル試験に供した。
　まず、時計用文字板を、２０℃の環境下に１．５時間、次いで、６０℃の環境下に２時
間、次いで、２０℃の環境下に１ .５時間、次いで、－２０℃の環境下に３時間静置した
。その後、再び、環境温度を２０℃に戻し、これを１サイクル（８時間）とし、このサイ
クルを合計３回繰り返した（合計２４時間）。
　その後、時計用文字板の外観を目視により観察し、これらの外観を以下の４段階の基準
に従い、評価した。
  　◎：膜の浮き、剥がれ、および、時計用文字板の変形等が全く認められない。
  　○：膜の浮き、および、時計用文字板の変形がほとんど認められない。
  　△：膜の浮きがはっきりと認められる。
  　×：膜のひび割れ、剥離がはっきりと認められる。または、時計用文字板の変形がは
っきりと認められる。
【００８１】
　５．印刷についての評価
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　前記各実施例および各比較例で製造した各時計用文字板について、その表面（第２の膜
を有するものについては第２の膜が形成された面側）に対して印刷を行い、以下の４段階
の基準に従い、評価した。
  　◎：良好な印刷ができ、印刷部にかすれ等の問題が全くない。
　　○：印刷ができ、印刷部にかすれなどの問題がほとんど無い。
  　△：形成された印刷部にわずかに密着不良が認められる。
  　×：形成された印刷部に明らかな密着不良が認められる。
【００８２】
　６．植字の貼着についての評価
　前記各実施例および各比較例で製造した各時計用文字板について、その表面（第２の膜
を有するものについては第２の膜が形成された面側）に対して植字の貼着を行い、以下の
４段階の基準に従い、評価した。
  　◎：植字の貼着を容易に行うことができ、貼着した植字の密着性も非常に優れている
　　　　。
　　○：植字の貼着を容易に行うことができるが、貼着した植字の密着性がやや劣る。
  　△：植字の貼着を容易に行うことができるが、貼着した植字の密着性が劣る。
  　×：植字の貼着の操作性に劣るとともに、貼着した植字の密着性も劣っている。
【００８３】
　７．時計用文字板の光透過率評価
　前記各実施例および各比較例で製造した各時計用文字板について、以下のような方法に
より、光透過率を評価した。
　まず、太陽電池と各時計用文字板とを暗室にいれた。その後、太陽電池単体でその受光
面に対し、所定距離離間した蛍光灯（光源）からの光を入射させた。この際、太陽電池の
発電電流をＡ［ｍＡ］とした。次に、前記太陽電池の受光面の上面に時計用文字板を重ね
合わせた状態で、前記と同様に所定距離離間した蛍光灯（光源）からの光を入射させた。
この状態での、太陽電池の発電電流をＢ［ｍＡ］とした。そして、（Ｂ／Ａ）×１００で
表される時計用文字板の光透過率を算出し、以下の４段階の基準に従い、評価した。時計
用文字板の光透過率が大きいほど、時計用文字板の光透過性は優れたものであるといえる
。
　　◎：３２％以上。
　　○：２５％以上３２％未満。
　　△：１７％以上２５％未満。
　　×：１７％未満。
【００８４】
　その後、前記各実施例および各比較例で製造した時計用文字板を用いて、図２に示すよ
うな腕時計を製造した。なお、このとき、時計用文字板は、第２の膜が設けられた面（植
字が貼着された面）側が外表面側となるようにして配置した。そして、製造された各腕時
計を暗室にいれた。その後、時計の時計用文字板側の面（ガラス板側の面）から、所定距
離離間した蛍光灯（光源）からの光を入射させた。この際、光の照射強度が次第に大きく
なるように照射強度を一定の速度で変化させた。その結果、本発明の時計では、比較的照
射強度が小さい場合でもムーブメントが駆動した。
【００８５】
　８．電波透過性の評価
　前記各実施例および各比較例で製造した各時計用文字板について、以下に示すような方
法で電波透過性を評価した。
　まず、時計ケースと、電波受信用のアンテナを備えた腕時計用内部モジュール（ムーブ
メント）とを用意した。
　次に、時計ケース内に、腕時計用内部モジュール（ムーブメント）および、時計用文字
板を組み込み、この状態での電波の受信感度を測定した。
【００８６】
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　時計用文字板を組み込まない状態での受信感度を基準とし、時計用文字板を組み込んだ
場合における受信感度の低下量（ｄＢ）を以下の４段階の基準に従い、評価した。電波の
受信感度の低下が低いものほど、時計用文字板の電波透過性は優れたものであるといえる
。
  　◎：感度の低下が認められない（検出限界以下）。
  　○：感度の低下が０．７ｄＢ未満で認められる。
  　△：感度の低下が０．７ｄＢ以上１．０ｄＢ未満。
  　×：感度の低下が１．０ｄＢ以上。
　これらの結果を表２に示す。
【００８７】 10
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【表２】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００８８】
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　表２から明らかなように、本発明の時計用文字板は、優れた美的外観を有するとともに
、膜の密着性、形状の安定性にも優れており、優れた耐久性を示した。また、本発明の時
計用文字板は、いずれも電磁波（光、電波）の透過性に優れていた。これに対し、比較例
では、満足な結果が得られなかった。
　また、各実施例および各比較例で得られた時計用文字板を用いて、図２に示すような時
計を組み立てた。このようにして得られた各時計について、上記と同様の試験、評価を行
ったところ、上記と同様の結果が得られた。
【図面の簡単な説明】
【００８９】
【図１】本発明の時計用文字板の好適な実施形態を示す断面図である。
【図２】本発明の時計（携帯時計）の好適な実施形態を示す部分断面図である。
【符号の説明】
【００９０】
　１…時計用文字板　２…ガラス繊維シート　２１…第１の面　２２…第２の面　２３…
第１の領域　２４…第２の領域　２５…第３の領域　３…第１の膜　４…第２の膜　９…
太陽電池　７１…ムーブメント　７２…胴（ケース）　７３…裏蓋　７４…ベゼル（縁）
　７５…ガラス板（カバーガラス）　７６…巻真パイプ　７７…りゅうず　７７１…軸部
　７７２…溝　７８…プラスチックパッキン　７９…プラスチックパッキン　８１…ゴム
パッキン（りゅうずパッキン）　８２…ゴムパッキン（裏蓋パッキン）　８３…接合部（
シール部）　１００…腕時計（携帯時計）
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